
「文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いく

成
せい

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

―巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

―」

　我
わ

が国
くに

の一
いち

流
りゅう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

が、小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

において公
こう

演
えん

し、子
こ

供
ども

たちが優
すぐ

れた

舞
ぶ

台
たい

芸
げい

術
じゅつ

を鑑
かん

賞
しょう

する機
き

会
かい

を得
え

ることにより、子
こ

供
ども

たちの発
はっ

想
そう

力
りょく

やコミュニケーション能
のう

力
りょく

の育
いく

成
せい

、将
しょう

来
らい

の芸
げい

術
じゅつ

家
か

の育
いく

成
せい

や国
こく

民
みん

の芸
げい

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

につなげることを目
もく

的
てき

としてい

ます。

　事
じ

前
ぜん

のワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

又
また

は鑑
かん

賞
しょう

指
し

導
どう

を行
おこな

います。また、実
じつ

演
えん

では、できるだけ子
こ

供
ども

たちにも参
さん

加
か

してもらいます。

令
れい

和
わ

4 年
ねん

度
ど

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
いく

成
せい

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

―　巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

　―

日
に

本
ほん

の自
し

然
ぜん

と音
おと

～尺
しゃく

八
はち

～公
こう

演
えん

＜オーラ J
じぇい

＞



上
じょう

演
えん

演
えん

目
もく

1. 楽
がっ

器
き

解
かい

説
せつ

「尺
しゃく

八
はち

のしくみと歴
れき

史
し

」

　 尺
しゃく

八
はち

という楽
がっ

器
き

のしくみや歴
れき

史
し

をお 話
はなし

します。尺
しゃく

八
はち

以
い

外
がい

の日
に

本
ほん

の笛
ふえ

も少
すこ

しだけご 紹
しょう

介
かい

します。

2. 尺
しゃく

八
はち

の古
ふる

い曲
きょく

　「鶴
つる

の巣
す

籠
ごもり

」、「鹿
しか

の遠
とお

音
ね

」

　古
ふる

くから伝
つた

わる、 尺
しゃく

八
はち

の 曲
きょく

です。名
な

前
まえ

の通
とお

り、自
し

然
ぜん

の景
け

色
しき

を 尺
しゃく

八
はち

で 表
ひょう

現
げん

しています。 昔
むかし

の

日
に

本
ほん

人
じん

は、感
かん

じた景
け

色
しき

をどのように音
おん

楽
がく

にしたのでしょうか。表
ひょう

現
げん

方
ほう

法
ほう

に耳
みみ

を傾
かたむ

けて下
くだ

さい。

休
きゅう

憩
けい

3.「子
こ

供
ども

のためのポップスメドレー」

　前
ぜん

半
はん

は古
ふる

い 曲
きょく

を聞
き

いてもらったので、みなさんも知
し

っている音
おん

楽
がく

を 尺
しゃく

八
はち

で演
えん

奏
そう

します。聴
き

き慣
な

れない音
おん

楽
がく

が続
つづ

きましたので、力
ちから

を抜
ぬ

いて楽
たの

しい気
き

分
ぶん

で聴
き

いて下
くだ

さい。

4. ソネット（Ⅰ
1

- Ⅴ
5

より）　三
み

木
き

 稔
みのる

　作
さっ

曲
きょく

　20世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に作
さっ

曲
きょく

された 尺
しゃく

八
はち

の 曲
きょく

です。古
ふる

い 曲
きょく

とはどう違
ちが

うのか、聴
き

き比
くら

べてみましょう。

5.D
ド ル ド ラ ム ス

oldrums I
スリー

II b
ビー

 ～尺
しゃく

八
はち

と聴
ちょう

衆
しゅう

のための 協
きょう

奏
そう

曲
きょく

～　山
やま

本
もと

 和
かず

智
とも

　作
さっ

曲
きょく

　この曲
きょく

は、題
だい

名
めい

の通
とお

り 聴
ちょう

衆
しゅう

（観
かん

客
きゃく

）と演
えん

奏
そう

者
しゃ

（尺
しゃく

八
はち

）が一
いっ

体
たい

となって演
えん

奏
そう

します。みな

さんは風
かぜ

の音
おと

や雨
あめ

の音
おと

の 表
ひょう

現
げん

で参
さん

加
か

して下
くだ

さい。現
げん

代
だい

に暮
く

らしている皆
みな

さんが、自
し

然
ぜん

の風
かぜ

や雨
あめ

をどう感
かん

じているか。皆
みな

さんの表
ひょう

現
げん

方
ほう

法
ほう

によって、演
えん

奏
そう

が決
き

まります。



　昔
むかし

の人
ひと

々
びと

は、日
に

本
ほん

の自
し

然
ぜん

を音
おん

楽
がく

で表
ひょう

現
げん

してきました。そんな日
に

本
ほん

の風
ふう

景
けい

を尺
しゃく

八
はち

の演
えん

奏
そう

で感
かん

じてみましょう。また、尺
しゃく

八
はち

は日
に

本
ほん

に古
ふる

くからある楽
がっ

器
き

ですが、新
あたら

しい曲
きょく

を演
えん

奏
そう

することもできます。古
ふる

い曲
きょく

、新
あたら

しい曲
きょく

の音
おと

の違
ちが

いも聴
き

き比
くら

べてみましょう。

・竹
たけ

の節
ふし

をくり抜
ぬ

いて筒
つつ

状
じょう

にし、歌
うた

口
くち

（吹
ふ

く部
ぶ

分
ぶん

）を斜
なな

め

　に削
けず

っただけの単
たん

純
じゅん

な構
こう

造
ぞう

です。

・ 表
おもて

に 4 つの孔
あな

、裏
うら

に 1 つの孔
あな

があいています。

・多
おお

くの場
ば

合
あい

、内
うち

側
がわ

には 漆
うるし

が塗
ぬ

ってあります。

・長
なが

さが一
いっ

尺
しゃく

八
はっ

寸
すん

（約
やく

５４センチメートル）のため、一
いっ

尺
しゃく

　の「 尺
しゃく

」と八
はっ

寸
すん

の「八
はち

」を取って「 尺
しゃく

八
はち

」と言
い

います。

　標
ひょう

準
じゅん

の長
なが

さは一
いっ

尺
しゃく

八
はっ

寸
すん

ですが、それ以
い

外
がい

の長
なが

さもあり、

　短
みじか

いと高
たか

い音
おと

、長
なが

いと低
ひく

い音
おと

が出
だ

せます。

一い
っ

尺
し
ゃ
く

八は
っ

寸す
ん（

約や
く

五ご

十
じ
ゅ
う

四よ
ん

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

歌
うた

口
くち

第
だい

一
いち

孔
こう

第
だい

二
に

孔
こう

第
だい

三
さん

孔
こう

第
だい

四
よん

孔
こう

第
だい

五
ご

孔
こう

（※ここの裏
うら

側
がわ

）

尺
しゃく

八
はち

の構
こう

造
ぞう



知
し

ってますか？～１０月
がつついたち

１日は「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」です～

　1977 年
ねん

にユネスコの要
ようせい

請で設
せつりつ

立された国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

評
ひょう

議
ぎ

会
かい

という会
かい

議
ぎ

で、 翌
よくとし

年の 1978 年
ねん

から毎
まいとし

年 10 月
がつついたち

1 日を、 世
せ

界
かい

の人
ひとびと

々が音
おんがく

楽を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなり交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めていく

ために「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」とすることにしました。日
に

本
ほん

では、1994 年
ねん

から毎
まいとし

年 10 月
がつついたち

1 日を

「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」と定
さだ

めています。

団
だん

体
たい

紹
しょう

介
かい

　邦
ほう

楽
がく

創
そう

造
ぞう

集
しゅう

団
だん

「オーラ J
じぇい

」は、日
に

本
ほん

の様
さま

々
ざま

な伝
でん

統
とう

楽
がっ

器
き

で新
あたら

しい音
おん

楽
がく

作
さく

品
ひん

を創
つく

りだす団
だん

体
たい

で、

日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

だけではなく国
こく

際
さい

的
てき

にも活
かつ

動
どう

しています。また日
に

本
ほん

の楽
がっ

器
き

に限
かぎ

らず、世
せ

界
かい

中
じゅう

の民
みん

族
ぞく

楽
がっ

器
き

とも自
じ

由
ゆう

に協
きょう

力
りょく

して、地
ち

球
きゅう

上
じょう

の様
さま

々
ざま

な民
みん

族
ぞく

の音
おん

楽
がく

を吸
きゅう

収
しゅう

し、今
いま

までにない新
あら

たな音
おん

楽
がく

創
そう

造
ぞう

活
かつ

動
どう

をしています。オーラ J
じぇい

は、人
ひと

のエネルギーから発
はっ

せられる「オーラ」とジャ

パンの「J
じぇい

」から付
つ

けられた名
な

で、新
あたら

しい日
に

本
ほん

の音
おん

楽
がく

を作
つく

り出
だ

すために活
かつ

動
どう

しています。

D
ドルドラムス

oldrumsⅢ
スリー

b
ビー

～尺
しゃく

八
はち

と聴
ちょう

衆
しゅう

のための協
きょう

奏
そう

曲
きょく

～

演
えん

奏
そう

指
し

示
じ

書
しょ

指
し

示
じ

に従
したが

って音
おと

を出
だ

してください

①風
かぜ

の音
おと

②雨
あめ

の音
おと

④ 柏
かしわ

手
で

③風
ふう

雨
う

の音

邦
ほう

楽
がく

創
そう

造
ぞう

集
しゅう

団
だん

オ ー ラ J
じぇい


